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Camera News
      カメラニュース

優雅な舞　観客を魅了

　

７
月
22
日
～
27
日
、
た

け

ら

美

術

館

文

化

創

造

ホ
ー
ル
で
、
竹
原
貿
易
港
40

周
年
記
念
行
事
と
し
て
、
広

島
大
学
総
合
博
物
館
の
出

前
博
物
館
「
母
な
る
里
海
・

瀬
戸
内
海
～
自
然
と
人
間

生
活
の
共
生
を
め
ざ
し
て

～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
古
の
瀬
戸
内
海
か
ら

発
掘
さ
れ
た
ナ
ウ
マ
ン
ゾ

ウ
の
化
石
や
ク
ジ
ラ
の
化

石
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
来

場
者
は
瀬
戸
内
海
の
歴
史

に
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
７
月
30
日
に
は
、

港
町
に
あ
る
広
島
大
学
竹

原
水
産
実
験
所
が
一
般
公

開
さ
れ
、
先
生
や
学
生
の

み
な
さ
ん
の
案
内
で
、
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
の
観
察
体
験

や
深
海
生
物
の
展
示
な
ど

   子どもも大人も興味津々　

　 海洋研究の最前線！

平和の誓い　新たに

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
竹

原
市
内
に
海
洋
生
物
を
研

究
す
る
実
験
所
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
な
か
っ
た
。
」

「
海
は
、
み
ん
な
で
守
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
の

で
、
学
ぶ
場
所
が
あ
る
の

は
良
い
こ
と
。
」
と
い
っ

た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

吉
名
小
学
校
２
年
の
大

森
健
心
く
ん
は
、

　

「
海
の
生
き
物
に
触
っ

て
楽
し
か
っ
た
で
す
。
海

の
生
き
物
の
中
で
は
、
魚

が
好
き
で
す
。
」

と
海
洋
生
物
に
触
っ
た
感

想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

身
近
な
瀬
戸
内
海
。
み

な
さ
ん
、
そ
の
魅
力
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

７
月
31
日
、
市
民
館
で
ひ
ろ
し
ま

夏
の
芸
術
祭
ミ
ニ
神
楽
公
演
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
出
演
は
、
東
山
神
楽

団
の
み
な
さ
ん
。
平
均
30
歳
代
の
若

者
で
構
成
さ
れ
、
北
広
島
町
で
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

演
じ
た
の
は
、「
土
蜘
蛛
」
と
「
天

神
記
」
の
二
演
目
。
「
土
蜘
蛛
」
で

は
、
鬼
の
面
が
次
々
変
わ
り
、
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
の
対
決
シ
ー
ン
で
、
会

場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

「
天
神
記
」
で
は
、
和
歌
の
掛
け
合

い
が
印
象
的
で
し
た
。
太
鼓
や
笛
に
合

わ
せ
て
優
雅
に
、
力
強
く
舞
う
た
び
、

大
き
な
拍
手
が
わ
き
ま
し
た
。

　

宮
上
宜
則
団
長
は
、

「
最
近
の
神
楽
は
、
古
い
文
化
と
新
し
い
文

化
が
融
合
し
て
い
て
面

白
い
で
す
よ
。
若
者
が

興
味
を
も
っ
て
く
れ
る

の
は
嬉
し
い
で
す
ね
。
」

と
話
し
ま
す
。

　

山
根
秀
紀
副
団
長
は
、

「
神
楽
は
小
さ
い
頃

か
ら
や
っ
て
い
る
の

で
、
生
活
の
一
部
の

よ
う
な
も
の
で
す
。
」

と
、
神
楽
の
魅
力
に

つ
い
て
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

公
演
後
に
は
、
観

客
が
衣
装
を
着
る
体

験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

 

８
月
25
日
、
市
民
館
で
、

竹
原
市
戦
没
者
・
戦
災
死
没

者
追
悼
式
並
び
に
平
和
祈
念

式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
参
列
者
全

員
に
よ
る
黙
祷
が
行
わ
れ

た
後
、
実
行
委
員
長
の
小

坂
市
長
に
よ
る
式
辞
が
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
長
は
、

　

「
戦
争
の
悲
惨
さ
や
命
の

尊
さ
を
後
世
に
伝
え
、
恒
久

平
和
の
実
現
に
尽
力
す
る
。
」

と
誓
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
広
島
県
遺
族
会

の
平
田
修
己
会
長
（
竹
原
市

遺
族
連
合
会 

竹
鶴
壽
夫
会

長 

代
読
）
は
、

　

「
遺
族
が
減
少
し
て
い

る
中
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
、

未
来
に
継
承
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

と
追
悼
の
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

献
花
台
に
は
多
く
の

花
が
供
え
ら
れ
、
参
列
者

か
ら
は
「
人
の
命
の
尊
さ

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

今
生
き
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
た
い
。
」
と
い
っ
た

声
も
あ
が
り
ま
し
た
。

　

平
和
祈
念
行
事
で
は
、

コ
ー
ル
さ
ざ
な
み
の
美

し
い
歌
声
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
吉
名

中
学
校
３
年
の
坂
本
祐

太
さ
ん
と
宮
原
舞
優
さ

ん
が
、
戦
争
体
験
者
の

話
を
聞
い
て
感
じ
た
戦

争
の
悲
惨
さ
を
訴
え
、

　

「
戦
争
に
つ
い
て
、
よ

り
深
く
学
び
、
考
え
、
世

界
平
和
を
築
い
て
い
く
。
」

と
力
強
く
誓
い
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

平
和
、
そ
し
て
命
を

守
り
、
つ
な
ぐ
こ
と
。

そ
れ
が
今
を
生
き
る
私

た
ち
の
務
め
で
す
。　
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　８月１日、吉名町の農家

レストラン西野で、じゃが

ワングランプリが開催され

ました。今年はスープや

ケーキなど、32 品の創作

じゃがいも料理が登場。参

加者からは「どれも個性豊

かでおいしい」と、笑みが

こぼれました。

ふるさとを元気に！　じゃがワングランプリ

　８月４日、みなとオアシス

ただのうみ協議会会長の小積

君生さんが、国土交通省から

みなとまちづくりマイスターと

して認定され、表彰を受けま

した。広島県で２人目のマイ

スターとなった小積さんは、

忠海港を核とした地域の活性

化に取り組まれています。

みなとまちづくりマイスター誕生

　７月 30 日、竹鶴酒造で

杜氏による特別講座が開催

されました。これは、市が

ＪＲ西日本、広島県、尾道

市、三原市と連携して行っ

たキャンペーンの一環。実

際に酒蔵を見学し、酒造り

の工程を学んだ参加者は、

その奥深さに驚きの表情で

した。

知っていますか　お酒の造り方　

　７月 15 日、市民館で東日

本大震災支援「原田真二チャ

リティーコンサート」が開

催されました。原田さんが

竹原市でコンサートを開く

のは、今回が初めて。名曲

「キャンディー」に合わせて

掛け声がかかるなど、会場

は熱気に包まれました。

歌とトークに酔いしれる

　８月 27 日、高崎町で第 32 回たけはら

夏まつりが開催されました。

　午後から櫂伝馬競漕が行われ、市内外

から参加の全 10 チームが力の限り漕ぎ

ました。企業の社員や中学生、女性で構

成されたチームなど多彩な顔ぶれがそろ

う中、優勝したのは、J-POWER グループ

の社員チーム「J's」。息のあったチーム

ワークで頂点に立ちました。

　また、夜は花火大会が開催され、3201

発の花火が夜空に打ち上げられました。

最後に連続して打ち上げられた、降り注

ぐような大輪の花火に、観客は大きな拍

手を送りました。

櫂伝馬＆花火で盛り上がる！

　７月 30 日～ 31 日、竹原住吉まつりが

開催され、多くの来場者で本川沿いが熱

気に包まれました。やっさのかけ声、櫂

伝馬の太鼓の音、人々の笑い声が響きわ

たり、夏の夜を彩りました。

　また、７月 30 日は、忠海駅前で忠海

天神夜市も開催されました。天神夜市と

いえば、地域の人々の手作りの夜店。ど

こかホッとするおもてなしが魅力です。

　それぞれの地域の個性が出る夏祭り。

来年も楽しみですね。

地域がもてなす夏祭り


